
















































































積極的であり、その「恩恵」を受けた黒人の地域エリート層のなかでの反労働運動・親 営の姿勢は著しく強か 。ニューディ ル政策による労資関係の再編を て、すでに労働組合が大きな存在感を示して た一九四〇年代初頭にあっても 就労 不安定な黒人労働大衆にとって労働組合と産業界のどちらにつく が得策であるのか これは未決 問題であった。つまり、ＵＡＷには これま の労働運動とは違う う
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することを主張している点 あると言えよう。そして、三〇年代の労働運動の基調のひとつが「公民権ユニオニズム」 名付けられたことは、三〇年代 労働運動と五〇年代の公民権運動を架橋する思潮がはっきりと示されたことを意味す 。
本稿は、基本的にはこの「長い公民権運動論」を下敷きとしている。



























































人労働者の比率が高かった。黒人の運動と労働者の 重な 合うデトロイトという場を検討する めには、この自 車産業 特殊な状況理解しておく必要がある。そこで、まず 産業が急成長し始めた頃からの黒 についての概略を見 おこう。
一九一〇年のセンサス よると、自動車産業の労働者総数は、アメリ
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慈善行為というよりもむしろ 労働運動対策 いう側面が強かった。フォードと黒人牧師ら地域エリートとが対等な立場であることなどもとよりあり得ず、アフリカ系 労働者やエリートは、フォードへ「恭順」を示すことが期待されていた。このようなパタナリスティックな関係は、単なる個人的なものに留ま ず、経営方針 してきわめて体系的に維持・促進されていた。有名なサービス部（
service departm
ent ）は、






























対してフォード氏が示してくれた慈愛ゆえに、自分たちの大切な全国組織を攻撃する思し召しを受けていると感じている。ならば、われわれは、ニュージャージー州エッジウォーター、ペンシルヴェニア州チェスター、ジョージア州アトランタ、ミズーリ州カンザスシティ、ミネソタ州セントポールへ彼らを招待し、そこで同じような説教を行えるかどうかと問い質したい。 は、時価総額八億ドルのフォード自動車会社がくれた衣服を着て なが 、聖なる言葉を語っていると思っているのだ。生まれたときから死ぬまでずっとわずかな収入の めにあくせく働かねばならない定めにある貧しい人び が必要とするものために奉仕すると言いながら、気が狂ったように億万長者の産業家


































































































































ものがあった。これは「近隣の住宅の安定を保持しようとするならば、物件は同じ社会的、階級的集団によって占有されるべきである」とするものであり、住宅建設が人種間の緊張を不用意に高めない に「配慮」した った。不況対策を第一 政策課題として設立されたＦＨＡにしてみれば、人種 関わる事案は余計な問題だったのであ 。さらに一九三八年、このルールには 本来目的としていた人種以外の入居を禁止する」と、明確に「人種」という文言が公営住宅の入居要件に書き加えられていった。つまり 連邦の 行政は、不動産価格の な変動が人種的対立を煽ることになると 想定のもと、デファクト 人種隔離状態をそのまま維持す べしとす で のだ。こうして連邦行政は間接的ながらも人種隔離に「手を貸す ことになっていた である。
このような連邦の住宅行政は、公的機関が建設と運営を担う公営住宅
（
public housing project ）の建設をいっそう難しいものにする。ひとつ
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針を二転三転させていく。ここでは、適宜関連の問題を整理しながらも、当時の混乱の有様が伝わるように 時系列に沿ってそ 過程 追ってみることにする。
まず、翌年一月一五日、ブッファらの反対の声の高まりを受けて、住















































ＣＰのウォルター・ホワイトは、緊張の高まり 連絡を受けてニューヨークからデトロイト入りしており、反対派 動きにＫＫＫ 存在が示されていたのにも関わらず、ＤＰＤが白人 抑制する行 を何も採らな
　
これらの敗北が民主的国家に対して何を意味するのか、われわ





















執行委員会──常設機関のなかで 同組合 最高意思決定機関──満場一致の支持のもと、警察の保護 下 の の即時入居こそが正義に叶うものであるとする声明を発表した だ。もちろんヨ ロッパ系の労働者──そ 多くが自動車関連工場の労働者 ある── なかにはこの決定に猛反発する者も現れたのだが、ＵＡＷ指導層が に怯 なかった。
前章で見てきたのは、ＵＡＷと黒人の運動とが雇用と賃金という職の
問題を中心に連携していく模様 この きにＵＡＷ 関心は、あくまでも労働が行われる空間 なかの問題であった。だが、ソジャーナ・トゥルース住宅の問題を契機に、労働運動は 地域が抱える人種関係上の問題へと大きく踏み入ったのである。
このＵＡＷに牽引される形で、その後も黒人の団体の立場を擁護する














































キャディラック・スクエアで一万名を集めた大衆集会を開催し 次の引用にあるように、こ 集会への参加 募る黒人紙『ミシガン・クロニクル』の論調は、戦争と人種主義 対す 二つ 勝利 目指す、戦時下の黒人の運動のスローガン「ダブルＶ」に忠実に、愛国心を強く押し出
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